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一
般
会
計
繰
越
明
許
費
の
報
告

町議会定例会

６月会議６月会議

「女だけの相撲大会」の
� ショートアニメで観光発信
　定例会６月会議は６月20日に開会、議案８件、

報告３件、発委６件を審議し、いずれも原案通り

可決、同日に休会しました。参画者は２名でした。

詳しい
資料は
こちら

　
全
８
事
業
（
社
会
保
障
・
税
番

号
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
等
）

�
１
億
２
千
479
万
５
千
円

　
国
の
定
め
る
基
準
が
改
正
さ
れ

た
た
め
。（
現
在
、
町
内
に
家
庭

的
保
育
事
業
者
な
し
）

　
昨
年
度
で
改
良
住
宅
が
全
て
用

途
廃
止
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
条

例
の
文
言
整
理
、
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
防
止
・
被
害
者
の
保
護
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
、
公
営

住
宅
管
理
標
準
条
例
と
の
整
合
性

を
図
る
た
め
の
改
正
。

　
障
が
い
者
福
祉
計
画
、
障
が
い

福
祉
計
画
、
障
が
い
児
福
祉
計
画

が
令
和
５
年
度
末
で
終
了
し
た
た
め
、

３
計
画
を
統
合
し
た
計
画
を
策
定
。

　
事
業
の
追
加
や
変
更
に
よ
り
、

計
画
の
一
部
を
変
更
。（
ア
ニ
メ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
、
高
校
魅

力
化
推
進
事
業
、
青
少
年
交
流
セ

ン
タ
ー
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
モ
ビ
リ

テ
ィ
導
入
事
業
等
）

報
　
　
告

条
例
の
一
部
改
正

計
画
変
更

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
・

運
営
基
準
条
例
の
一
部
改
正

　
３
月
の
予
算
審
査
特
別
委
員
会

で
の
答
弁
に
つ
い
て
実
施
し
た
追

跡
調
査
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

一
般
質
問
等
答
弁
進
捗
状
況
調

査
の
報
告

町
営
住
宅
の
設
置
・
管
理
条
例

の
一
部
改
正

第
１
期
障
害
福
祉
プ
ラ
ン
の
策

定
に
つ
い
て

第
６
次
総
合
計
画
の
変
更

「
繰
越
明
許
費
」
っ
て
？

　
年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見

込
み
の
あ
る
も
の
を
、
翌
年
度
に
繰

り
越
し
て
使
用
で
き
る
制
度
。

「
家
庭
的
保
育
事
業
」
っ
て
？

　
保
育
園
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

家
庭
的
保
育
事
業
者
の
自
宅
や
保

育
室
な
ど
で
保
育
を
行
う
こ
と
。

「
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
っ
て
？

　
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
な
ど
の
作
品

の
舞
台
と
な
っ
た
地
域
に
訪
れ
る

こ
と
。

　
ま
た
、
作
者
ゆ
か
り
の
地
域
や

記
念
館
、
作
品
と
関
連
深
い
施
設

な
ど
に
訪
れ
る
こ
と
。

　
フ
ァ
ン
に
よ
る
聖
地
巡
礼
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

単位：千円

区　分 総事業費

変更前 4,337,600

追　加 7,700

変　更 345,800

変更後 4,691,100
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●�　
脱
炭
素
戦
略
計
画
策
定
事
業
費

　
脱
炭
素
策
定
計
画
策
定
委
託
料

追
加
の
た
め

�

１
千
245
万
２
千
円
の
増

●
　
老
人
福
祉
施
設
整
備
事
業
費

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
陽
光

園
の
大
規
模
改
修
工
事
が
延
期
さ

れ
た
た
め

�
１
億
２
千
万
円
の
減

●　
定
額
減
税
補
足
給
付
事
業
費

　
税
額
が
定
額
減
税
額
に
満
た
な
い

方
に
対
し
、差
額
を
給
付
す
る
た
め
�

２
千
714
万
２
千
円
の
増

●�

　
低
所
得
者
世
帯
支
援
給
付
金

給
付
事
業
費

　
令
和
６
年
度
に
新
し
く
住
民
税

が
非
課
税
と
な
る
世
帯
・
住
民
税

均
等
割
の
み
の
世
帯
に
給
付
。
子

育
て
世
帯
に
は
合
わ
せ
て
生
活
支

援
助
成
金
を
給
付
す
る
た
め

�

１
千
625
万
２
千
円
の
増

●�　
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事

業
費

　「
女
だ
け
の
相
撲
大
会
」
を
題

材
に
し
た
シ
ョ
ー
ト
ア
ニ
メ
制
作

を
委
託
す
る
た
め

�

770
万
円
の
増

●　
空
家
等
対
策
支
援
事
業
費

　
当
初
予
定
し
て
い
た
件
数
よ
り

申
し
込
み
数
が
上
回
っ
た
た
め
10

件
分
追
加

�

600
万
円
の
増

工
事
契
約
の
議
決

議
会
か
ら
の
提
出
議
案

補
正
予
算

一
般
会
計
・特
別
会
計

●�　
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
へ
の
参
加
・
調
印
・
批
准
を

求
め
る
意
見
書

●�　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に

関
す
る
意
見
書

●�　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

堅
持・負
担
率
１
／
２
へ
の
復
元
、

教
育
予
算
確
保
・
拡
充
と
就
学

保
障
の
実
現
に
向
け
た
意
見
書

●�　
道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の
高
校

づ
く
り
に
関
す
る
指
針
」（
改
定

版
）
を
見
直
し
す
べ
て
の
子
ど

も
に
ゆ
た
か
な
学
び
を
保
障
す

る
高
校
教
育
を
求
め
る
意
見
書

●�　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実

現
に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
施
策
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

●�　
令
和
６
年
度
北
海
道
最
低
賃

金
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書

意
見
書
の
提
出

単位：千円◎工事請負契約内容

工事名
青少年交流センター増築工事

建築主体工事 機械設備工事
方　法 指名競争入札 指名競争入札
金　額 174,020 65,560

契約者

金澤･小鹿･インテリア小笠原
特定建設工事共同企業体
代表者　㈱金澤建設
代表取締役　金澤　淳悦

㈱金澤建設
代表取締役　金澤　淳悦

単位：千円

会　　計　　名 補正額 補正後

一  般  会  計�（第３号） ▲ 29,371 4,466,838

介 護 保 険 特 別 会 計
保険事業勘定�（第１号） 60 563,762

浄 化 槽 事 業 会 計
� （第１号） 4,287 45,858
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【一般質問】町の色々な課題等について、議員が町
長等に対して質問や提案をすることです。

６月会議では１人の議員から２件の質問がありました。

問
行財政

答

今後の人口減少対策は

子育て環境の充実により
減少スピードを鈍化させる

　町の高齢化率も50％を超え、在宅や施設で
の介護サービスの需要はこれまで以上に高ま
り、老々介護の実情、独居老人の増加と厳し
い介護実態があります。
　一方で働き世代の町外流出が大きな課題と
なっており、函館市や札幌市でさえ人口の減
少を阻止する事が厳しくなっています。
　人口減少という国家的な課題に、一自治体
がどこまであらがう事が出来るのか。政府が
処方箋を見いだせない中、当町のこれからの
人口減少を考える時、地域間での「人口の奪
い合い」もしょうがないとも感じますが、当
町としても人口減少に対する対応を再度検証
し再考する時とも考えます。
　あらゆる面から町民と行政と議会とが一丸
となって知恵を出して知識を働かせていかな
くてはならないと感じますが、今後の施策に
ついて伺います。

　就任以来、子どもたちは地域の宝である
との基本的な考えの下、地域全体で子育て
を支える予算に重点を置いた施策を展開し
てきました。
　「福島町ふるさと暮らし応援条例」を制
定し、高校生までの医療費無料化や出産祝
金の交付等、様々な定住・少子化対策に取
り組み、以後、保育料や学校給食費を無料
化するなど、子育て支援に関する制度を高
めてきました。
　日本全体が人口減少社会に突入した中
で、それぞれの地域においてできることに
は限界がありますが、生み育てやすい環境
や定住促進に重点を置いた政策を講じるこ
とで、人口減少のスピードを緩やかにする
ことは可能だと考えています。
　福島商業高校の魅力化を進める中で、令
和５年度は４名、令和６年度は22名が他
の地域から移住しています。
　移住者の受け入れや若者が地域に定着す
ることで、人口減少スピードの鈍化が図ら
れるものと考えています。

鳴海町長

動画は
こちら

一 般 質 問

議員が聞きました
町の“いま”と“これから”

平沼 昌平議員

※�平沼議員からは、「三市町交流事業について」
も質問がありました。

動画は
こちら
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「アレ」ってどうなった？

「アレ」ってどうなった？

追跡調査   ❶

追跡調査   ❷

平沼 昌平議員（R6.3.11）

平沼 昌平議員（R6.3.11）

　花田俊勝奨学金基金費については、親が
福島町に在住していないと該当しないが、
今後高校に町外から多くの子ども達が入っ
てくる中で、このままの奨学金で良いのか
という懸念が残る。考えを伺いたい。

　町外からの高校生について、新しい寮だ
けでなく、民宿や下宿で対応する視点も考
えていくべきと思う。町内の家庭の協力を
得ながら進めていくことを考えてみてはど
うか。

　今後の教育委員会議等で、検討を行って
いく予定。
　なお、定住に結び付けるための制度や新
たな支援策については、厳しい財政状況も
鑑
かんが

み、関係部署や議会と議論を深めていか
なければならないと認識している。

　「個室であり、集団として成長できる新
潮学舎に入居できなければ受験しなかった」
と多くの生徒が回答。生徒の受入は、当面
増築により対応できると考えているが、教
育振興会や福島商業高校同窓会などから意
見を聞いていく。

小野寺 教育長（R6.3.11）

小野寺 教育長（R6.3.11）

小野寺 教育長（R6.6.3 現在）

小野寺 教育長（R6.6.3 現在）

　今後、ニーズを十分踏まえ改正が必要で
あれば、広くという風になると思う。しか
し、奨学金は親が返している場合が多く、
親が町内にいないのは、非常に課題になる
と思うので、教育委員会で慎重に検討して
いきたいと思っている。

　青少年交流センターは毎年17人に限って
募集していきたいと考えている。枠を設け
るため、交流センターに入れない子どもが
出てくるが、それでも入りたい場合に備え
て教育振興会やＯＢ会と話し合い、受入家
庭について模索していく。

調査結果

調査結果 調査
続行

調査
終了

議会のコトバ
追跡調査（議会一般質問等答弁事項進捗状況調査)
　一般質問、議案に対する町長・副町長・教育
長の答弁後の対応を調査して公表することで、
町民への説明責任を果たすことが目的です。「検
討します」や「見直します」等の答弁があった
時に議会運営委員会で追跡調査するか検討し、
対応しています。
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町議会定例会

5月会議5月会議

定住促進住宅建設工事
� 5,783万8千円で契約
　定例会５月会議は５月13日に開会、議案２件
を審議し、いずれも原案通り可決、同日付けで休
会しました。
　参画者は２名でした。

詳しい
資料は
こちら

●　
一
般
管
理
費

　
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
勤
勉

手
当
支
給
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

を
委
託
す
る
た
め

�

115
万
５
千
円
の
増

●　
定
額
減
税
補
足
給
付
事
業
費

　
定
額
減
税
給
付
事
業
を
実
施
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
委
託

す
る
た
め

�

308
万
円
の
増

●　
広
域
事
務
組
合
費

　
消
防
庁
舎
冷
房
設
備
設
置
工
事

費
の
追
加
に
伴
い
負
担
金
が
増
と

な
っ
た
た
め

�

320
万
円
の
増

　
全
道
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
、

杉
村
議
員
が
自
治
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
、
定
例
会
６
月
会
議
開

会
前
に
、
溝
部
議
長
よ
り
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
契
約
の
議
決

補
正
予
算

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

定
住
促
進
住
宅
建
設
現
場

単位：千円◎工事請負契約内容

工事名 定住促進住宅建設工事

方　法 指名競争入札
金　額 57,838

契約者

松岡・柏崎・金澤・北村・小鹿
特定建設工事共同企業体
代表者　有限会社　松岡建業
代表取締役　松岡　清悦

全
道
町
村
議
会

議
長
会
議
員
表
彰

単位：千円

会計名 補正額 補正後

一般会計
（第２号） 7,435 4,496,209

杉
村
志
朗
議
員

在
職
25
年
以
上
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６月会議採決の様子６月会議採決の様子
・賛成が○、反対は×、病欠は△、欠席は欠と表示しています。
・溝部幸基議長は採決には加わりません。

各議案の審議結果各議案の審議結果

会 

議 

名

議
案
番
号

� 議　員　名

議　　　案

藤
山
　
大

杉
村
志
朗

佐
藤
孝
男

小
鹿
昭
義

平
沼
昌
平

木
村
　
隆

熊
野
茂
夫

平
野
隆
雄

審
査
結
果

５月会議
（５/13）

4 定住促進住宅建設工事請負契約の締結 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案
可決5 令和６年度一般会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

６月会議
（６/20）

報告1 一般質問等答弁事項進捗状況調査報告

採決はありません 報告済報告2 令和５年度一般会計繰越明許費報告

報告3 第１期障がい福祉プランの策定

6 家庭的保育事業等の設備・運営基準条例の一
部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

原案
可決

7 町営住宅の設置・管理条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

8 第６次総合計画の変更 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

9 青少年交流センター増築工事
� 建築主体工事請負契約の締結 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10 青少年交流センター増築工事
� 機械設備工事請負契約の締結 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

11 令和６年度一般会計補正予算（第３号） 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 令和６年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

13 令和６年度浄化槽事業会計補正予算（第１号） 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発委１ 日本政府に核兵器禁止条約への参加・調印・
批准を求める意見書の提出 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発委２ 地方財政の充実・強化に関する意見書の提出 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発委３
義務教育費国庫負担制度堅持・負担率1/2へ
の復元、教育予算確保・拡充と就学保障の実
現に向けた意見書の提出

〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発委４
道教委「これからの高校づくりに関する指針」（改
定版）を見直しすべての子どもにゆたかな学
びを保障する高校教育を求める意見書の提出

〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発委５ ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・
木材産業施策の充実・強化を求める意見書の提出 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発委６ 令和６年度北海道最低賃金改正等に関する意
見書の提出 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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年 月 日 会　　　議　　・　　行　　事　　名
藤 

山
杉 

村
佐 

藤
小 
鹿
平 
沼
木 

村
熊 

野
平 

野
溝 

部

５月18日 福島町商工会総会 ○ ○ ― ― ― ― ― ― ○

20日 前田一男政経セミナー ― ― ― ○ ― ― ― ― ○

21日 全国町村議長・副議長研修会 ― ― ― ― ― ― ― ○ ―

22日 交通安全推進協議会総会 ― ― ― ― ― ― ― ― ○

23日 渡島総合開発期成会総会 ― ― ― ― ― ― ― ― ○

24日 福中オリンピック ○ ― ― ○ ○ ○ ― ○ ―

25日 吉岡小学校大運動会 ○ ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○

26日 みことの会チャリティー発表会 ― ― ― ― ○ ― ○ ― ○

30日 原水爆禁止平和大行進 ― ― ― ― ― ― ― ― ○

６月１日 福島小学校運動会 ○ ― ― ― ― ○ ― ○ ○

４日 九重部屋郷土後援会総会 ○ ― ― ― ― ― ― ○ ○

５日
経済福祉常任委員会 ― ― ○ ○ ○ ― ◎ ○ ○

総務教育常任委員会 ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○

８日 自衛隊大湊警備隊水中処分母船入港歓迎式 ― ― ― ― ― ― ― ○ ―

９日 向山じゅんと道南の未来を語る会 ― ― ― ― ○ ― ― ― ○

10日 渡島町村議長会連絡会議 ― ― ― ― ― ― ― ― ○

11日 北海道町村議会議長会定期総会 ― ― ― ― ― ― ― ― ○

13日
老人クラブ連合会総会 ― ― ― ― ― ― ― ― ○

一般質問通告日 ― ― ― ― ○ ― ― ― 職

議会運営委員会（６月会議の運営） ○ ― ○ ― ○ ○ ○ 職 職

18日 議員勉強会 ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○

20日
定例会６月会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会（６月会議の反省） ○ ― ○ ― ○ ○ ○ 職 職

22日
保育所運動会 ○ ― ― ― ― ○ ― ○ ○

渡島地方消防総合訓練大会 ― ― ― ― ― ― ― ― ○

25日 まちづくり工房通常社員総会 ― ― ― ― ― ― ― ― ○

27日 渡島総合開発期成会札幌要望 ― ― ― ― ― ― ― ― ○

７月２日 全道町村議会議員研修会 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

10日 戦没者追悼式 ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○

14日 千代の富士杯争奪相撲大会 ― ― ― ― ― ― ― ○ ○

18日 議会運営委員会（議会だより編集） △ ― ○ ― ○ ○ ○ 職 職

会議等出席状況
　会議や議会へ通知があった行事等の５月18日から7月
18日までの出席状況をお知らせします。
　「○」は出席、「×」は欠席、「―」は出席不要・任意、「◎」
は委員外議員として出席、「△」は別公務・病欠のため、「職」
は正副議長の職務出席を表しています。
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　令和６年７月２日（火）札幌コンベンションセン
ターで北海道町村議長会主催の全道議員研修会が開
催され、議員８名が参加しました。
　全道から町村議会議員など関係者が多数集まり、
講師２名の講演による研修をしました。

全道議員研修会レポート
� －令和６年７月２日開催－

　議会では「議会議員研修条例」を定めています。
研修に参加した議員は、成果報告書を議長へ提出し、
定例会で報告されます。
　今回の研修については「定例会９月会議」で報告
する予定です。

会場の様子

研修に参加した議員

　北海道が東京並みの気温になるなど、昔はあり
えなかったことが起きている。熱中症、不作、不
漁など、気候変動で幅広い影響がある。温暖化対
策だけでなく、気候変動に順応した生活が必要。

　人口問題は国政が国民の信頼を取り戻した上で、
国民全体と共に考える必要がある。
　町村は「人間関係の資本」を持っており、時代に
合わせて磨けば生きる満足感を得られる場所になる。

「札幌が東京より暑くなる！？
　　　　　～加速する気候変動～」
� 講師　　気象予報士　森

もり
　　　朗

　あきら
 氏

「人口減少と市町村の重要性・民主主義に
� ついて自省を含めての所感」
� 講師　元衆議院議長　大

おおしま
島　理

ただもり
森 氏
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　５月13日（月）に第１回会議を開催しました。審議、
調査を行った内容は次のとおりです。

令和５年度分の
◆議会評価の検討
◆議会基本条例見直しに伴う行動計画の確認

・�議会運営委員会による議会評価はおおむね適正だ
が、専門用語が多くわかりづらい。町民に議会の
仕組みや役割について理解されていない部分が多
いと思われるので、わかりやすい表現で広く周知
してほしい。

　諮問会議でのご意見を受け、議会の仕組みや用語
について解説した「議会ガイド」を作りました。

令和６年度
第１回議会基本条例諮問会議
� －令和６年５月13日調査－

詳しい資料は
議会ＨＰ

■ 顧問
氏　　名 区　　分

神原　　勝 北海道大学名誉教授

■ 諮問委員　　※◎…会長
氏　　名 区　分 推　薦　団　体

本庄　丈晴

産業関係
団体推薦

水産加工振興協議会

久野　寿蔵 農業協同組合

清水　紘太 商工会青年部

奈良美代子 　〃　女性部

澤田　寿生 漁業協同組合吉岡地区青年部

對馬　大輔 　　 〃 　　福島地区青年部

松村江身子 　　 〃 　　吉岡地区女性部

村山　和治 教育関係
団体推薦

文化団体協議会

◎極檀　忠男　 スポーツ協会

渋谷　悟史 公　　募

ホームページに
用語集があります

　議会のホームページには専門用
語を解説しているページがあります。

　・一般質問　・議案　・質疑
　・定例会　・特別委員会　など

　様々な用語の意味や使われ方を
解説しています。

　　用語集のページは
　　こちら

今後のスケジュール

【第２回】
　Ｒ６.８.５（月）
　・第１回会議の確認
　・�次期改選期に向けた議会体制の

見直し等
　・�常任委員会所管事務調査の内容

確認
　・今後の進め方

【第３回】
　Ｒ６.10.７（月）
　・第２回会議の確認、
　・�次期改選期に向けた議会体制の

見直し等
　・�常任委員会所管事務調査の内容

確認
　・答申書

【答申書提出】
　Ｒ６.11.１（金）
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「議会ガイド」を 作りました！
議会ＨＰ

　第１回諮問会議でのご意見を受け、
「議会ガイド」を作りました。

　ここでは内容の一部をご紹介します。
全体は議会HPに掲載しています。

06　みなさんの願いを町議会に伝えるには
　町民のみなさんが福島町議会に要望を伝えたいときには次のような方法があり
ます。

　福島町のしごとなどに要望があるときは、議会に直接、文書で伝えることがで
きます。 議員をとおして提出するものを「請願」といいます。 議員をとおさず
に提出するものを「陳情」といいます。

【請願・陳情（せいがん・ちんじょう）】

請 願

陳 情

議　会議　会

議　会議　会議　員議　員

要望
お願いします

要望
お願いします

わかりました
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初初のの無投票無投票
定数割れ定数割れ
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　町長は１人しかいませんが、議員は複数人います。
色々な目で町づくりを見て、質問や意見交換をする
ことで、多くの町民が暮らしやすい町づくりに
つながります。
　つまり、議員がいないと、一部の町民だけに
都合のいい町になってしまうかも…。

議員がいないと何がマズいの？

無投票だと何がマズいの？
有権者の審判を受けずに当選が決まってしまう。

　　　すると…　→緊張感がなくなる

　　　　　　　　　→わざわざ努力しなくなる

　　　　　　　　　　→議員の質が低下する

　　　　　　　　　　　→町民の声が届けられなくなる

無投票が続くと誰も選挙や議会を気にしなくなり、
　ヒトゴトになって将来的に議員がいなくなるかも…？

無投票だったのに
　　町民に選ばれたと言えるのか…？
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ところで…福島の議会ってどうなの？

議員ってなんぼもらってるの？

どんな人でも立候補できるの？

令和５年９月１日時点で

人　数：定数10人中９人
性　別：男性９人：女性０人
最年長：76歳　最年少：44歳
70歳代：６人　60歳代：１人
40歳代：２人
平　均：67.7歳

３年後令和９年９月１日にこのままだと…

人　数：10人中９人
性　別：男性９人：女性０人
最年長：80歳　最年少：48歳
80歳代：１人、70歳代：６人
50歳代：１人、40歳代：１人
平　均：71.0歳

　・令和４年から１人欠員　　・女性議員がいない　　・７割が70歳以上

月額
歳費 ２１万 ６，０００円

　議　長　32万1,000円
　副議長　25万7,000円
　委員長　23万3,000円
★年２回 期末手当あり
　（Ｒ６.６月 55万8,900円）

要件
１

投票日に

満25歳以上で
福島町議会の被選挙権がある

要件
２

供託金※として

15万円を用意できる
※無責任な立候補を防ぐために法務局に預けるお金。
　一定の得票数があれば選挙後に返してもらえる。

　　（有効投票総数÷議員定数）×

例：令和元年の時は…（2,595÷10）×　  ＝25.95票

1　10
1　10
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ウ
ル
フ
マ
ン
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

道
の
駅
。
童
心
に
帰
っ
た
懐
か
し
さ

と
新
た
な
挑
戦
を
感
じ
る
。

　「
北
海
道
の
自
治
体
の
65
％
以
上

が
将
来
的
に
消
滅
の
可
能
性
」
と
い

う
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
。
函
館
市
の

「
南
茅
部
高
校
募
集
停
止
の
方
針
」

の
記
事
に
現
実
味
を
覚
え
る
。

　
吉
岡
小
学
校
に
赴
任
し
、
海
峡
横

綱
ビ
ー
チ
で
の
イ
カ
ま
つ
り
や
花
火

大
会
、
岩
部
ク
ル
ー
ズ
、
九
重
部
屋

の
夏
合
宿
と
ち
ゃ
ん
こ
鍋
、
貴
重
な

体
験
を
し
た
。
福
島
町
に
は
、
豊
か

な
自
然
と
文
化
・
伝
統
が
あ
る
。

　
本
校
の
運
動
会
は
、
御
来
賓
の
皆

様
や
高
校
生
、
保
護
者
・
地
域
の
皆

様
と
共
に
、
盛
大
に
実
施
で
き
た
。

そ
の
中
で
、
議
会
・
行
政
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
思
い
や
福
島
商
業
高
校
生

の
全
国
募
集
の
成
果
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。
私
も
吉
岡
小
学
校
の
た

め
新
た
な
挑
戦
に
臨
み
た
い
。

吉
岡
小
学
校
校
長

�
寒さ

河が

江え

孝た
か
ゆ
き之

新
た
な
挑
戦

町
民
の
声

　
私
は
３
年
半
前
に
肺
ガ
ン
と
診
断

さ
れ
ま
し
た
。

　
幸
い
、
早
期
の
ス
テ
ー
ジ
１
だ
っ

た
た
め
、
手
術
で
右
の
肺
を
３
分
の

２
切
除
し
、
現
在
の
体
調
は
手
術
前

よ
り
良
好
で
す
。
し
か
し
、
函
館
に

住
ん
で
い
る
親
族
は
、
２
年
半
前
に

肺
ガ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
４
と
診
断
さ
れ

亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
国
民
の
２
人
に
１
人
が
ガ
ン
と
言

わ
れ
る
時
代
、
大
事
な
の
は
早
期
発

見
・
早
期
治
療
だ
と
思
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
特
定
健
診
・
が
ん
検
診

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
個
別
検
診
は
、

町
内
に
あ
る
２
件
の
医
療
機
関
で
年

間
を
通
し
て
申
込
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
、
健
康
の
た
め
に
受
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
無
病
と
健
康
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

経
済
福
祉
常
任
委
員

�

副
委
員
長　

小
鹿 

昭
義

ガ
ン
を
早
期
に
見
つ
け
る
検
診
へ

議
員
の
雑
感

　
今
年
も
鬢
付
け
油
の
甘
い
香
り
が

漂
う
福
島
町
の
短
い
夏
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
は
例
年
よ
り
力
士
の

人
数
が
多
く
、
一
層
活
気
あ
る
九
重

部
屋
の
稽
古
を
見
て
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
だ
よ
り
で
は
６
月
か

ら
、
新
し
い
連
載
記
事
を
始
め
ま
し

た
。「
町
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
の
距

離
を
縮
め
る
」、「
将
来
の
立
候
補
者

を
後
押
し
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
編

集
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な

存
在
に
な
れ
る
よ
う
、「
伝
わ
る
」

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
改
善
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
12
月
発
行
の
「
議
会
だ
よ
り
ふ
く

し
ま
」
で
は
、
定
例
会
９
月
会
議
を

中
心
に
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

編 

集 

後 

記北方領土返還要求運動
シンボル「千島桜」

主
な
会
議
・
行
事
予
定

８
月

●�

　
第
２
回
議
会
諮
問
会
議

　
５
日（
月
）　
午
後
６
時�

議
会
議
場

●�

　
松
浦
市
・
木
曽
町
・
福
島
町
親
善
友

好
提
携
に
係
る
首
長
・
議
長
相
互
交
流

　
７
日（
水
）～
８
日（
木
）�

役
場
等

●�

　
道
南
地
区
森
林･

林
業･

林
産
業
活
性

化
推
進
議
員
連
盟
連
絡
会
現
地
研
修
会

　
９
日（
金
）�

知
内
町

●�

　
全
道
議
会
広
報
研
修
会

　
19
日（
月
）～
20
日（
火
）�

札
幌
市

●�

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
21
日（
水
）　
午
前
10
時�

議
会
議
場

●�

　
渡
島
檜
山
議
長
連
絡
会
議

　
22
日（
木
）�

せ
た
な
町

●�

　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　
29
日（
木
）　
午
前
10
時�

議
会
議
場

９
月

●�

　
一
般
質
問
通
告
日

　
10
日（
火
）　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

�

議
員
控
室

●�

　
議
会
運
営
委
員
会

�

（
９
月
会
議
の
運
営
）

　
10
日（
火
）　
午
後
３
時�

委
員
会
室

●�
　
議
員
勉
強
会

　
13
日（
金
）　
午
後
１
時
30
分

�

議
員
控
室

●�

　
定
例
会
９
月
会
議

　
18
日（
水
）～
25
日（
水
）　
午
後
10
時

�

議
会
議
場



 

 

 
                

 

               

  
議会だより 143 号 掲載内容の訂正とお詫び 

「議会だより１４３号」に掲載した内容に次の通り誤りがありました。 

お詫び申し上げますとともに、次の通り訂正いたします 

 

 11ページ：「議会ガイド」を作りました！内。 

 【請願・陳情（せいがん・ちんじょう）の説明図】 

   誤：上段の図 請願  正：上段の図 陳情 

  下段の図 陳情    下段の図 請願 


